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区長から提案される議案や区民の
皆さまからの請願・陳情など、区議
会が審議・調査する案件は多岐に
わたっています。
このため、分野ごとに3つの常任委
員会を設置し、それぞれの委員会
で担当事項を専門的に調査します。

特別委員会は、特定の問題につい
て調査・検討する必要がある場合
に、議会の議決によって設置する
委員会で、設置期間は、調査が終
了するまでと決められています。
今回3つの委員会で調査が終了し、
新たに2つの委員会が設置されま
した。

委員会
活動
レポート

オリンピック・パラリンピック
対策特別委員会 継続

　平成26年3月に設置され、皇居
周辺地区の環境整備、バリアフリー
化の徹底、自転車専用道の整備や
歩道橋の撤去などの課題を整理し
てきました。
　都市整備、ユニバーサルデザイ
ン、商工観光、環境等の多様な分
野にわたる課題も見込まれ、大会
開催までの限られた時間内で、区
民の機運を醸成しつつ、スピード感
を持って確実に準備していくには、
より一層、行政と議会が活発に議論
し、具体的な成果を出すため、引き
続き、調査・検討を行います。

議会のあり方に関する調査
特別委員会 継続

　平成２７年５月に設置され、これまで
に区民の視点に立った開かれた議
会の実現のため、「議場の大型スク
リーンの活用」などを実施。他の自治
体議会の事例調査と学識経験者を
招いた勉強会を開催。また、自治法の
規定に基づき「基本構想の策定、変
更または廃止」を議決事件として追
加する等を実施してきました。
　今後は、先進的事例等を参考にし
ながら、区民代表である議員一人ひと
りが、区民にわかりやすい議会のあり
方や、議会をより一層改革していくた
めに、引き続き調査・検討を行います。

福祉施設整備
特別委員会 新設

　千代田区は、高齢者施設や障害
者施設が、まだまだ不足しているの
が現状で、在宅が困難となった後で
も、住み続けることができるように多
様な高齢者・障害者施設の整備が
必要です。今年度から国有地を活
用した「（仮称）二番町高齢者施
設」整備が始まる予定ですが、他地
区の計画とのバランスなど、不明瞭
な要素も多い状態です。
　また、休止中の箱根千代田荘など
も区民福祉のために、早急に活用策
を示す必要があります。
　具体的な施設整備については、
区の特性から用地取得も困難であ
ることから、その進捗も含め全庁的
な取り組みが必要であり、所管事項
が多岐にわたるため、特別委員会を
設置しました。

都市基盤整備
特別委員会 新設

　地域特性を生かした魅力あるま
ちの創出に向け、区民や事業者等
とともに、地域整備に取り組んでい
ます。
　しかし、所管事項が多岐にわたり、
単独の常任委員会では十分な調
査が困難です。「外神田一丁目計
画」ではバッティングする大規模計
画の存在が発覚したり、「（仮称）区
立麹町仮住宅の整備及び四番町
複合施設」は、構想・計画自体が不
明確な状態にあります。
　地域の方々の意向を尊重しつつ、
住民が住み続けられ、かつ、「都市
計画マスタープラン」に基づく、環
境負荷の少ないまちづくりに向けて、
事象の一つひとつを、詳細に検討
するため、特別委員会を設置しまし
た。
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幹事長就任のご挨拶
区民の皆さまには、自由民主党議員団に対しご指導、ご支援を賜り感謝申し上げます。
この度、議員団同志の皆さまのご推挙により、三度目の幹事長に就任することになりました。
重ねて議会運営委員長も拝命し、身の引き締まる思いでありますし重責を痛感しております。
現在区政において重点項目を再確認をし、特に附帯決議や特別委員会設置などにより
私たち議員団は、常に区民目線にたち「区政は区民のもの」という基本を忘れることなく
課題解決に向け円滑な運営をしてまいります。
区議会の任期もあと二年。引き続き区民福祉向上に邁進してまいりますので、
これまで以上にご指導、ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
これから暑い季節になりますので、お体ご自愛下さい。

フラッグツアー、最終ゴール「千代田区」へ
リオから引き継がれたオリンピック・パラリンピックの旗の
もと、その素晴らしさやその価値を伝えるとともに、東京
2020大会に向けた気運醸成を図るためオリンピック・
パラリンピック フラッグツアーが開催されました。東京で
は昨年１０月８日から始まり、東京都６２区市町村を廻り、
最終自治体が千代田区でした。（6月16日撮影）
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自由民主党議員団 幹事長
嶋崎秀彦

▲九段坂周辺の整備を検討 ▲議場の大型スクリーンの活用 ▲（仮称）二番町高齢者施設のイメージ ▲四番町複合施設の整備

▶幹事長	 嶋崎秀彦
▶副幹事長	 桜井ただし
▶副幹事長	 永田壮一
▶政調会長	 戸張孝次郎
▶幹事	 池田とものり
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直近の活動
●	３年後の開催に向けた気運醸成イ
ベントの企画

●	柔道・空手会場となる武道館（北の
丸公園）周辺地域の整備

直近の活動
●	他の自治体議会の現況を調査
●	学識経験者を講師に招いた勉強
会の開催

あなたの声をお聞かせください!
▶ウェブサイト http://jimin-chiyoda.tokyo
▶お電話 03-5211-4320　▶ファクス 03-5275-6882

発行 : 千代田区議会 自由民主党議員団　〒102-8688 東京都千代田区九段南1-2-1（千代田区役所7F）



学生の地域活動へ
の参画について
問: ①地域貢献や社
会貢献の意欲を持
つ学生を育成・支援
している団体があ
る。さらなる周知を行い、区の事業等で
活用しては。②災害時、地域活動に参加
している学生との協力体制を作れない
か。③学生の地域活動への参画を支援
し、活動の場をコーディネートする窓口・
人材を区でとりまとめては。

区の答弁
①既に活用している部署等では評価されて
いるが、十分な周知ができていない。庁内や
区HP、地域活動団体の交流会などで周知
する。②災害時に災害ボランティアセンター
を設置、学生を含むボランティア活動支援に
あたる。日頃から地域で活動する学生など
には、災害時も地域と共に活動することを期
待する。③区の窓口を明確にし、社会福祉
協議会との綿密な連携を図り、効果的な取
り組みが進められるよう検討する。

熱中症のリスクと
ヒートアイランド対策
問:  今年の夏も猛
暑が予想されてい
る。熱中症の最大の
要因であるヒートア
イランド対策は､千代田区政における最
重要課題のひとつである。提案してきた
CASBEEの視点も踏まえた対策を問う。

区の答弁
ご指摘通り､ヒートアイランド対策は区政の最
重要課題のひとつであり､積極的に取り組んで
いく。また､CASBEEの視点は､建築物環境計
画書に取り入れ､省エネ化を推進している。

障害福祉計画と
障害児福祉計画の策定
問: 千代田区の障害者福祉を充実させ､
明確な理念を掲げた､切れ目ない支援を
実現するためには､障害福祉計画と障害
児福祉計画を連携させた計画とすべきで
ある。計画策定の方針は？

区の答弁
計画策定にあたっては､切れ目ない支援が
行えるよう､障害者計画と障害福祉計画､障
害児計画の連携を図り､一体の計画として
策定したい。

工事現場の仮囲いを
クリアパネルに
問: 秋葉原駅前で
もホテル建設など
が多く見られ、中央
口と電気街口を繋
ぐ迂回ルートになった東西自由通路も
工事中である。仮囲いで覆われている
ものの、コーナーは衝突事故防止のた
め透明で見通しの良いクリアパネルに
なっている。
　車道と接した道路では、人と自転車・
車など衝突の危険があり、建設・解体に

あたり仮囲い設置
に際し危険防止の
観点からクリアパ
ネルの使用を事業
者に指導すべきと
考える。

区の答弁
指摘通り、通行者同士の衝突事故等の被
害防止といった安全の観点からの対策も重
要、建設解体等の届などの機械に安全が図
られるよう調整する。

低未利用地の
利活用について
問: 東京五輪開催に向け積極的
な活用方針を出すべき。公園・緑
地・トイレ・喫煙所の充実は観光
資源としての価値を高め地域の
活性化に繋がるのでは。

区の答弁
個別財産の具体的活用策を検討
中、五輪関連整備は基本構想案と
地元協議会の意見を合わせて進
める。

防災・減災対策について
問: 災害、テロ・北朝鮮の弾道ミサイルな
ど幅広い危機管理対策に官民一体で取
り組むべき。減災には自宅を安全な空間
にする自助の促進が必要だ。

区の答弁
警察・民間団体と研修会の実施、北朝鮮ミサ
イル発射には自動で防災行政無線を放送、
防災訓練で自助の周知をしている。

公園の
受動喫煙対策
問: 現在、多くの喫
煙者が公園などに
集中している。子ど
もたちのため、区民
の健康推進のために密閉型喫煙所を設
けた形の完全分煙化と、それができな
い公園の禁煙化を進めていくべき。

区の答弁
子供の利用が多い公園は速やかに禁煙と
し、他の公園は地域と協議のうえ、密閉型喫
煙所設置を進める。また、整備に向けた具
体的方針を早急に示す。

旧高齢者センター・愛全公園について
問: 旧高齢者センターの施設は閉鎖され、
公園は多数の喫煙者で占められている。
仮設喫煙所の設置
を含め、早急に改善
策の検討を。

区の答弁
周辺エリアのコミュニティの核として整備し
ていく必要があると認識している。早急に活
用策を打ち出す。

道路整備の
あり方について
問: 区道の長期的な整備、沿道
での五輪観戦への対応、区道、
都道、区界の連続性の方針は。

区の答弁
道路整備は安全安心を第一とす
る。五輪の沿道観戦にはバリアフ
リー、環境対策舗装を進める。接
続点整備は交通機能が中心だが
景観整備も検討する。

池田とものり小林やすお 大坂隆洋内田直之

永田壮一

一般質問 

その他、福祉の視点での住まいの確保と支援について、「二番町高齢者施設」は
本年度に国と事業者の賃貸借契約の予定で、区は事業者への支援を行っていくと答弁を得ました。

代表質問

平成29年　第2回 区議会定例会
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　区民の皆さま、このたび議長に就任しました松本佳子です。 
どうぞよろしくお願いいたします。
　女性議員の議長就任は、昭和51年12月、大先輩である天田マサ
子第36代議長以来41年ぶり、二人目ということで、女性の視点を大切
にしながら、議会運営に取り組んでまいりたいと考えております。
　二元代表制の一翼を担う区議会といたしましては、これらの課題
解決に向け、区民の皆さまのご意見を真摯に受け止め、活発な議論
を行い、区議会一丸となって取り組むとともに、開かれた区議会をめ
ざし、区民の負託に応えてまいる所存です。議長として、その責任の

重大さに身の引き締まる思いではありますが、諸先輩をはじめ同僚議員のお力添えを賜り、区民
福祉の向上と円滑な議会運営をめざして全力で取り組んでまいります。
　皆さまの温かいご指導、ご鞭撻を心よりお願いを申し上げまして、議長就任のご挨拶とさせて
いただきます。

議長就任のご挨拶
地域保健福祉委員会

企画総務委員会

子育て文教委員会

常任委員会の
メンバーも新たに
編成されました！

NEWS  ちよだリバーサイドプロジェクト
　平成27年に千代田区議会では、江戸城に通じる川として発展して
きた神田川・日本橋川について再考察し、「水辺を魅力ある都市空間
に再生する条例」を可決しました。 
　これに端を発する「ちよだリバーサイドプロジェクト」は、2020年を見
据えた観光資源としてはもちろん、陸上交通遮断時を想定した物資

輸送や帰宅困難者の輸送訓練、さらに水
上定期航路の社会実験など、多くの可能性を検証中です。各関係機
関とともに、江戸の文化を残しながら「水辺空間」を再生し、都市の魅
力向上に努めてまいります。（小林やすお）

内閣官房ポータルサイトより▶

◀和泉橋防災船着場

VOICEは、あなたの意見を紙面に活かします!

▶ウェブサイト http://jimin-chiyoda.tokyo
▶お電話 03-5211-4320　▶ファクス 03-5275-6882


